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　1998 年から 2004 年にかけての 8 月から 11 月の間に，
和歌山県橋本市（旧 高野口町を含む）および九度山町，
ならびに奈良県五條市および大淀町を中心とする吉野川
- 紀の川流域の湿地約 500 か所（図 1）をそれぞれ 1 回




足実施してその概数を把握した。さらに，2009 年 10 月




生息地の面積は地形図（2 万 5 千分の 1）上に記録の後，
AutoCAD LTⓇを使用して算出した。
結果と考察
　奈良県では 2001 年から 2004 年の間に 19 か所の生息
場所を発見したが，そのうちの 18 か所が五條市に集中
していた（図 2）。和歌山県では 1998 年から 2004 年の
間に橋本市に 47 か所の生息地を認めた（図 2）。2009 年
の生息場所数は五條市で 10 か所であり，橋本市では 33
か所であった（図 3）。2004 年までの時点で，生息場所
の 総 面 積 は 五 條 市 で 22,246m2 で あ り， 橋 本 市 で は
29,829m2 で あ っ た。2009 年 の 時 点 で は そ れ ぞ れ















図 1.   主要調査対象地の分布
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図 3.   2004 年以前の調査時から 2009 年までのヒメタイコウチの生息状況の変化
    ●：個体数の著しい増減なし，◇：乾燥地化など自然遷移により個体数が減少，■：農地の耕作放棄などによ
る環境変化で個体数が減少，○：道路建設の直接的影響で個体数が減少，▲：宅地または工業用地の造成の影
響で個体数が減少，▽：自然再生事業による生息場所の創出．
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表1　奈良県五條市と和歌山県橋本市における
ヒメタイコウチの生息場所面積の減少率（％）
要因 五條市 橋本市
自然遷移 18.9 0.1
農地変化 1.8 6.4
道路建設 3.9 6.1
宅地・工業用地造成 0.6 15.5
合計 25.2 28.1
